
京

・
大
徳
寺
末
妙
覚
寺

に

つ
い
て

-

大
徳
禅
寺
史
の
研
究
(
二
)
-

竹

貫

元

勝

妙
覚
寺
は
京
都

「北
小
路
大
宮
」
に
所
在
し
た
尼
寺
で
あ
る
が
、
寛

正
二
年

(
一
四
六
〇
)
に
は

「
妙
覚
寺
跡
屋
地
」
と
あ
り
、
応
仁
の
乱
を

(
1
)

ま
た
ず
に
荒
廃
し
廃
寺
と
な
つ
た
と
目
さ
れ
る
。
暦
応
元
年

(
一
三
三

八
)
に
は
光
厳
院
か
ら

「御
祈
願
所
」
と
す
る
院
宣
が
下
賜
さ
れ
た
名

(
2
)

刹
で
あ

つ
た
。
し
か
し
、
そ
の
早
期
の
退
転
と
史
料
の
な
い
こ
と
も
関

係
し
、
『
龍
宝
山
誌
』
や

『
宝
山
記
談
』
な
ど
大
徳
寺
諸
寺
誌

に
注
目

さ
れ
た
形
跡
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
『
山
城
名
勝
志
』
や

『
山
城
名

跡
巡

行
志
』
な
ど
の
誌
す

「
妙
覚
寺
」
は
大
徳
寺
東
南
の
近
地
に
現
存
す
る

「
具
足
山
妙
覚
寺
」
(上
京
区
新
町
通
鞍
馬
口
下
ル

「上
清
蔵
口
町
」)
で
、

京
都
に
お
け
る
日
蓮
宗
の
代
表
的
本
山
で
、
不
受
不
施
派
問
題

で
周
知

さ
れ
る
寺
院

で
も
あ
る
。
同
寺
は
永
和
四
年

(
一
三
七
八
)
に
小
野
妙
覚

尼
を
開
基
檀
那
と
し
て
、
妙
顕
寺
か
ら
分
派
し
た
日
実
が
四
条
大
宮
小

(
3
)

野
妙
覚
に
堂
舎
を
構
え
た
の
が
起
り
で
、
文
明
五
年

(
一
四
七
三
)
に
足

利
義
尚
が
室
町
二
条

(現
妙
覚
寺
町
)
に
移
し
、
天
正
十

八
年

(
一
五
九

〇
)
に
秀
吉

の
京
都
市
中
整
理
で
現
在
地

に
移
建

さ
れ
た
と
さ
れ
る

が
、
『
京
町
鑑
』
は
継
孝
院
町
の
西
、
す
な
わ
ち
、
上
禅
昌
院
町
北
側

に
日
蓮
宗
妙
覚
寺
の
所
在
を
誌
し
、
慶
長
年
中
に
そ
れ
よ
り
北
の

「清

蔵
口
小
川

(現
在
地
)
に
移
建
し
た
旨
を
指
摘
し

て
い
る
。

『
雍
州
府

志
』
大
徳
寺
の
条
の
注
記
で
「妙
覚
寺
、
在
京
北

旧
尼
寺
而
属
大
徳
寺
、

此
寺
大
燈
国
師
所
置
之
壁
書
干
今
残
、
近
世
為

日
蓮
宗
之
寺
」
と
誌
し

て
い
る
。
大
燈
国
師
、
す
な
わ
ち
宗
峰
妙
超

(
一
二
八
二
-
二
二
三
七
)

の

「壁
書
」
を
は
じ
め
現
日
蓮
宗
妙
覚
寺
の
所
蔵
物
に
禅
宗
関
係
の
も

(4
)

の
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
と
目
さ
れ
る
が
、
「在

所
北
小
路
大
宮
自
大

宮
東
北
小
路
面
角
」
と
す
る
大
徳
寺
末
妙
覚
寺

敷
地
は
、
『京
町
鑑
』

の
誌
す

「
上
禅
昌
院
町
又

一
名
〇
妙
覚
寺
前
」

の
地
域
と
隣
接
す
る
も

の
で
は
な
か
つ
た
か
と
推
測
さ
れ
る
。
両
妙
覚
寺
は
そ
の
成
立
当
初
か

ら
寺
史
を
各
々
異
と
し
同
名
異
寺
で
あ

つ
た
が
、
寛
正
二
年
以
後

「妙

覚
寺
跡
」
と
文
書
に
見
ら
れ
る
大
徳
寺
末
妙
覚

寺
の
跡
地
も
秀
吉
に
よ

つ
て
整
理
さ
れ
、
日
蓮
宗
妙
覚
寺
に
吸
収
さ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
そ
の
過
程
な
ど
に
つ
い
て
は
明
確
で
な
い
。

京
・

大
徳
寺
末
妙
覚
寺
に

つ
い
て
 
(
竹

貫
)
 

三

一
五
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京

・
大
徳
寺
末
妙
覚
寺
に

つ
い
て
 
(
竹

貫
)
 

三

一
六

と
こ
ろ
で
、
妙
覚
寺
が
大
徳
寺
に
寄
進
さ
れ
た
の
は
嘉
暦
元
年

(
一

三
二
六
)

の
大
徳
寺
開
創
後
四
年
を
経
過
し
た
元
徳
二
年

(
一
三
三
〇
)

十
月
十
七
日
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は

「妙

覚
寺
本
堂
井
敷
地
等
」

で
、
北
小
路
大
宮
の
地
東
西
十

五
丈
六
尺
五
寸

(約
四
七
、
三
メ
ー
ト

ル
)
、
南
北
十
八
丈
四
尺

(約
五
五
、
七
メ
ー
ト
ル
)
の
敷
地
と
、
堂

一
宇

(五
間
四
面
)
、
鎮
守

(
三
社
)
、
鐘
楼

一
宇

(但
無
金
)
、
門

一
宇

(有
額
)

の
建
造
物
で
あ
る
。
こ
の
堂
舎
敷
地
を
所
有
し
て
い
た
の
は
権
律
師
兼

円
と
大
宮
局

の
兄
弟
で

「先
師
法
印
以
下
亡
者
等
菩
提
」
の
た
め
に
大

徳
寺
長

老
宗
峰
に
寄
進
し
た
も
の
で
、
同
日
後
醍
醐
天
皇
の
輪
旨
も
下

賜
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
十
日
後
の
十
月
二
十
七
日
付
で
口
入
人
本
致

を
加
え

「
堂
分
伍
捨
貫
、
地
分
廿
貫
」
の
計

「直
銭
渠
捨
貫
」
で
宗
峰

(
5
)

に
売
却
し
た
こ
と
に
な
つ
て
い
る
。
こ
の
妙
覚
寺
の
成
立
は
永
仁
四
年

(
三
二
九
六
)
に

「妙
覚
寺
法
印
兼
澄
」
と
あ
る
の
が
寺
名
確
認

の
初

見
で
、

こ
の
年
次
を
下
る
こ
と
は
な
い
。
そ
の
敷
地
に
つ
い
て
は
久
安

二
年

(
一
一
四
六
)
に
遡
る

「御
導
師
」
の
所
有
に
は
じ
ま
る
。
爾
来
、

越
前
局

(法
名
西
入
)
、
中
納
言
律
師
、
中
原
氏
女
、
平
氏
女
任
信
、
正

(
6
)

覚
と
相
伝
さ
れ
兼
澄
に
至

つ
て
い
る
。
こ
の
兼
澄
の
嫡
子
は
兼
宗
で
、

兼
円
も
子
息
で
あ
る
。
大
宮
局
即
ち
藤
原
氏
女
は
そ
の
息
女
で
あ
る
。

兼
澄
の

一
族
は
当
地
域
に
か
な
り
の
土
地
を
所
有
し
、
建
武
二
年

(
一

一三
二
五
)
に
妙
覚
寺
東
側
の
地
を
大
徳
寺
に
寄
進
し
、
ま
た
延

元
元
年

(
一
三
三
六
)
に
は

「
姫
御
所
」
に
売
却
し
、
同
地
は
の
ち
大
徳
寺
所
有

(
7
)

に
帰
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
北
小
路
大
宮
の
地

一
帯
を
所
有
し
て

い
た
と
目
さ
れ
る

「妙
覚
寺
法
印
兼
澄
」
の

一
族
に
つ
い
て
は
詳
細
に

知
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
藤
原
氏
女
、
即
ち
大
宮
局
と
称
す

る
女
性
は
、
道
長
次
男
右
大
臣
頼
宗
の

一
系
基
氏
の
女
子
で

「室
町
院

大
宮
局
円
明
寺
摂
政
実
経
公
妾
」
及
び
摂
政
兼
家
の
三
男
道
網

の

一
系

で
あ
る
親
能
の
子
女
に

「
宜
秋
門
院
大
宮
局
」

の
二
者
が
あ
り
、
ま
た

権
律
師
兼
円
に
つ
い
て
は
、
上
記
道
網
の

一
系

に

「
律
師

兼
円
」
と

称
す
る
敦
兼
の
子
息
が
目
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、

い
つ
れ
に
し
て
も

「故
妙
覚
寺
法
印
兼
澄
相
伝
間
、
子
息
権
律
師
兼

円

同
息
女
大
宮
局
」

と
す
る
血
族
関
係
と

一
致
す
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
妙
覚
寺
に
関
係

し
て
い
る
人
と
し
て

「出
雲
路
殿
」
と
号
し
た
洞
院
公
賢
の
息
女
と
す

る
人
が
目
さ
れ
る
し
、
四
条
姫
宮

(土
御
門
御
息
所
)
は
妙
覚
寺
に
播
磨

(8
)

国
五
箇
庄
内
林
崎
を
寄
進
し
て
い
る
、
さ
ら
に

「
五
辻
宮
」
が
関
係
し

て
い
て
、
元
弘
二
年

(
一
三
三
二
)
に
妙
覚
寺
の
南
或
は
西
側
の
隣
地
と

目
さ
れ
る

「
五
辻
屋
地
」
が

「五
辻
宮
宗
覚
」
に
よ
つ
て
大
徳
寺
に
寄

進
さ
れ
、
結
果
的
に
は

「妙
覚
寺
領
五
辻
大
宮
屋
地
子
」
、
「五
辻
大
宮

妙
覚
寺
」
、
「
五
辻
大
宮
屋
敷
妙
覚
寺
跡
」
と
妙
覚
寺
領
と
し
て
取
扱
わ

(
9
)

れ
て
い
る
。

こ
の

「
五
辻
宮
」
と
称
す
る
の
は
、
後
白
河
天
皇
が
そ
の

皇
女
の
居
所
の
設
置
を
目
的
に
京
都
五
辻

(現
上
京
区
千
本
今
出
川
東
附

近
、
旧
跡
、
現
般
舟
三
昧
院
)
に
営
ま
れ
た
宮
殿
が
は
じ
ま
り
で
あ

り
、

爾
来
当
地

に
居
し
た
皇
親
を
五
辻
宮
、
五
辻
殿

と
称
す
る
の
で
あ
る

が
、
ま
た
五
辻
氏
と
し
て
藤
原
北
家
花
山
院
流
五
辻
氏
と
宇
多
源
氏
五

辻
氏
の
二
氏
も
あ
る
、
大
徳
寺
と
五
辻
宮
の
関
係
は
早
く
、
嘉
暦
三
年
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(
一
三
二
八
)
に
紀
伊
国
高
家
東
圧
、
及
び
元
弘
三
年

(
一
三
三
三
)
に
同

国
高
家
庄
四
ケ
村
を
宗
峰
妙
超
に
寄
進
し
て
い
る
の
が
五
辻
宮
守
良
親

(
1
0
)

王
で
、
宗
峰
の
早
期

の
か
つ
重
要
な
外
護
者
と
し
て
確
認
さ
れ
る
。
亀

山
天
皇

の
皇
子
で
あ
る
守
良
親
王
は
外
祖
父
権
中
納
言
実
任
か
ら
五
辻

の
屋
地
を
伝
領
し
て

「
五
辻
宮
」
と
称
し
て

い
る
。

の
ち
出
家

し
て

「覚
静
」
と
称
し
た
が
そ
の
伝
は
不
詳
で
あ
り
、
尊
卑
分
脈
は
正
慶
元

年

(
一
三
三
二
)
に
没
し
た
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
五
辻
宮
宗
覚
と
の

関
係
の
有
無
は
不
明
で
あ
り
、
「
宗
覚
」
そ
の
人
に
つ
い
て
も
明
ら

か

と
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
各
人
の
詳
細
は
現
段
階
で
は
明
ら
か
に
な

ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
大
徳
寺
開
創
前
後
の
宗
峰
妙
超

の
周

辺
に
は

「
五
辻
大
宮
」
、
「北
小
路
大
宮
」
の
地
の
皇
族
或
は
摂
家
、

そ
れ
に
近

い
貴
族

た
ち
が
取
巻

い
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
目
さ
れ
、
妙
覚
寺
は

彼
ら
と
宗
峰
と
の
関
係
を
保

つ
上
で
重
要
な
意
義
を
有
し
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
れ
故
に
寄
進
を
受
け
た
宗
峰
妙
超
は
妙
覚
寺
の
取
扱
い

に
極
め

て
丁
重
な
態
度
で
望
ん
で
い
て
、
施
入
を
受
け
た
翌
元
徳
三
年

(
一
三
三

一
)
八
月
四
日
に
自
か
ら
置
文
を
製
し
て
い
る
。

北
小
路
大
宮
妙
覚
寺

為
大
徳
寺
末
寺
 

伍
為
比
丘
尼
寺

奉
祈
天
長
地

久
御
願
者
也

而
依
有
法
器
抜
群
之
意
気

撰
定
我
弟
子
宗
印
大
姉

所
宛

住
持
職
也

令
存
命
給
之
問

可
被
止
住
管
領
全
規
矩
廷
徒
衆
也

放
券
文

書
等
悉
有
本
寺

為
其
要
之
時
者
取
之
出

其
用
尽
之
後
可
被
返
本
寺

此

寺
門
弟
之
外
者
不
可
為
住
持
也

播
州
小
宅
三
職
土
貢
内
弐
拾
果
毎
年
自
本

寺
請
之
可
宛
寺
用

具
本
寺
々
領
年
貢
内
錐
為
何
庄
郷
以
廿
分
之
一
自
本
寺

(
1
2
)

請
取
之

可
宛
寺
用
也

こ
れ
に
依
つ
て
、
宗
峰
は
住
持
職
の
件
と
同
寺
寺
院
経
済
の
二
件
に

つ
い
て
強
調
し
管
理
、
経
営
の
方
針
を
明
記
し
て
い
る
。
ま
ず
、
妙
覚

寺
の
財
政
的
裏
付
に
つ
い
て
は
、
大
徳
寺
領
播
州
小
宅
三
職
の
土
貢

の

内
か
ら
年
額
二
十
貫
文
と
、
大
徳
寺
領
総
収
入
の
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
も

つ
て
妙
覚
寺
常
住
に
充
て
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
播
州
三
宅
三
職
は

大
徳
寺
諸
領
の
中
で
も
最
も
確
実
な
支
配
を
な
し
得
た
寺
領
で
、
そ
の

土
貢
中
の
二
十
貫
文
を
充
て
た
の
は
、
妙
覚
寺
財
政
の
保
障
を
確
約
す

る
も
の
で
あ
ろ
う
。

そ
の
額
は
米
に
し
て
ほ
ぼ
二
十
石
で
、
当
時
の
大

徳
寺
住
僧
の

一
人

一
日
の
生
活
費
は
平
均
米

一
升
の
支

給
で
あ
り
、

(
1
2
)

五
、
六
人
分
の
住
僧
の
生
活
費
が
確
保
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
に

加
え
全
土
貢
収
入
の
五
パ
ー
セ
ン
ト
が
補
充
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
額
が

不
明
で
あ
る
が
元
弘
三
年

(
一
三
三
三
)
頃
の
大
徳
寺
総
収
入
額
は
七
千

六
百
石
と
い
う
か
ら
、
そ
れ
か
ら
推
測
し
て
か
な
り
の
額
で
あ
つ
た
こ

と
は
容
易
に
推
測
し
得
る
。

こ
の
妙
覚
寺

へ
の
財
政
的
保
障
の

一
件
が

宗
峰

の
寂
後
も
正
し
く
行
わ
れ
た
形
跡
は
認
め
ら
れ
な
い
。
わ
ず
か
に

応
安
四
年

(
一
三
七
一
)
十
月
二
十
二
日
付
の

『
大
徳
寺
寺
用
下
行
定

文
』
に
、
「妙
覚
寺
下
物

五
石
」
と
、
大
徳
寺
全
支
出
額
百

四
十

九

(
1
3
)

石
の
約
三
、
三
パ
ー
セ
ン
ト
に
相
当
す
る
額
が
下
行
さ
れ
て
い
る
。
極

め
て
形
式
的
と
は
い
え
宗
峰
寂
後
三
十
年
を
経
て
な
お
、
諸
末
寺
の
中

で
妙
覚
寺
の
み
が
特
別
扱
い
と
な
つ
て
い
る
点

は
注
目
す

べ
き
で
あ

る
。

京

・
大
徳
寺
末
妙
覚
寺

に
つ
い
て
 (
竹

貫
)
 

三

一
七
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京

・
大
徳
寺
末
妙
覚
寺

に

つ
い
て
 
(
竹

貫
)
 

三

一
八

次
に
宗
峰
は
妙
覚
寺
住
持
に
つ
い
て
、
ま
ず

「比
丘
尼
寺
」
と
し
た

上
で
、
宗
峰
の

一
流
相
承
刹
と
な
し
、
初
代
住
持
に

「
尼
宗
印
」
を
も

つ
て
選
任
し
て
い
る
。
宗
印
は

「師
之
徒

宗
印
禅
者
、
募
縁
干
海
南

檀
越
、
経
始
本
寺
法
堂
」
と
、
正
中
二
年

(
三
三
二
五
)
に
大
徳
寺
の
法

堂
建
立

に
着
手
し
、
翌
嘉
暦
元
年

(
二
二
二
六
)
に
完
成
し
て
、
十
二
月

(
1
4
)

八
日
大
徳
寺
落
慶
に
至

つ
て
い
る
。
宗
峰
が

「法
器
抜
群
」
と
称
讃
す

る
宗
印

の
詳
細
は
解
ら
な
い
の
で
あ
る
。
大
徳
寺
で
は
後
醍
醐
天
皇
或

は
花
園
帝

の
皇
女
と
も
推
測
し
て
い
る
が
立
証
す
る
史
料
は
な
い
。
妙

覚
寺
住
持
時
代
の
宗
印
に
つ
い
て
は
、
『岩
蔵
宮
雑
掌
定
誉
請
文
』
に

よ
つ
て
妙
覚
寺
領

「脩
明
門
院
御
遺
領
十
六
ケ
所
播
磨
国
五
ヶ
庄
内
林

崎
村
」

の
押
領
に
つ
い
て
訴
え
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
妙
覚
寺
運
営
に

(
1
5
)

意
気
盛
ん
な
と
こ
ろ
を
察
知
す
る
。
ま
さ
に

「法
器
抜
群
」
の
宗
印
を

看
取
す
る
が
、
こ
の
尼
宗
印
の
た
め
に
宗
峰
が
妙
覚
寺
を
尼
寺
と
し
た

と
す
る
従
来
の
極
め
て
素
朴
な
妙
覚
寺
尼
寺
化
の
理
由
は
必
ず
し
も
当

を
得
た
十
分
な
考
察
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
疑
問
を
も
つ
の
で
あ

る
。
宗
峰

の
宗
印

へ
の
配
慮
は

「命
存
命
給
之
間
可
被
止
住
管
領
規
矩

延
徒
衆
也
」
、
即
ち

一
期
住
持
と
す
る
こ
と
で
果
さ
れ
た
も

の
と
目
さ

れ
る
。
上
述

の
如
く
、
宗
峰

の
周
辺
に
は
階
層
的
に
上
層
部
の
女
性
が

か
な
り
存
在
し
て
い
た
と
目
さ
れ
、
そ
の
象
徴
的
存
在
が
尼
宗
印
で
あ

り
、
大
宮
局
や
妙
覚
寺
尼
衆
で
あ

つ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち

「廷
徒
衆
」
で
構
成
さ
れ
た
の
が
妙
覚
寺
で
あ
り
、
宗
峰
は
そ
れ
ら
女

性
門
徒
集
収
の
場
、
居
処
の
設
置
を
意
図
し
た

と
思
わ
れ
る
。
し
か

し
、
寄
進
さ
れ
た
堂
舎
か
ら
見
て
衰
退
の
き
ざ

し
を
て
い
す
る
妙
覚
寺

の
末
寺
化
は
、
大
徳
寺
の
堂
宇
の

一
部
に
移
建
利
用
し
た
り
、
経
済
的

基
盤
の
拡
大
に
つ
な
が
る
な
ど
財
的
物
的
面
の
直
接
的
メ
リ
ッ
ト
は
な

く
、
寧
ろ
そ
の
面
で
は
負
担
で
あ
り
、
注
目
す

べ
き
面
は
妙
覚
寺
を
構

成
す
る
門
徒

の
有
す
る
社
会
的
、
政
治
的
背
景

で
は
な
か
つ
た
か
と
考

え
ら
れ
る
。
妙
覚
寺
門
徒
の
有
す
る
そ
れ
が
宗
峰
の
教
団
形
成
過
程
に

多
大
の
影
響
を
与
え
、
宗
峰
の
末
寺
妙
覚
寺
に
対
す
る
保
護
的
管
理
支

配
施
策
の
意
義
は
か
か
る
視
点
に
立
つ
て
考
察
す
る
こ
と
が
必
要
で
は

な
い
か
と
思
う
の
で
あ
る
。
稿
を
改
め
論
究
し

た
い
。
(昭
和
五
十
三
年

八
月
十
日
稿
)

注
1
 
大
徳
寺
文
書
第
五
一
三
・
七
六
三
号
、
「
跡
地
」
は
天
正
期
ま
で
残

つ
て
い
る
。
2
 
同
上
第
七
三
三
号
 
3
 
日
実
は
妙
覚
寺
開
山
に
日
像
を

拝
し
、
二
世
に
大
覚
大
僧
正

三
世
に
師
朗
源
僧
都
、
自
か
ら
は
四
世
と
し

て
い
る
。
4

『京
都
・
北
竜
華
妙
覚
寺
文
書
目
録
』
-
日

蓮
宗
寺
院
史

料
調
査
報
告
-
(

立
正
大
学
寺
院
史
料
研
究
会
編

一
九
七
三
年
八
月
三

十
日
刊
)
な
お

「壁
書
」
は
注
(
1
1
)

文
書
を
指
す
と
も
考
え
ら
れ
る
。
5
 
大

徳
寺
文
書
第
五
三
・
四
六
四
・
四
六
五
・
四
六
六

・
四
六
八
号
。
6
 
同
上

第
四
八
三
号
。
7
 
同
上
第
四
七
一
-
四
七
五
号
、
第
四
八
二
号
、
8
 
同

上
第
四
八
九
・
四
九
三
号
。
9
 
同
上
第
四
六
九

・
四
七
八
・
五
一
五
・
六

〇
三
・
六
〇
四
号
。
1
0
 同
上
第
五
六
・
五
七
・
五
九
・
二
五
号
。
1
1
 大

徳
寺
所
蔵
文
書

宗
峰
妙
超
筆

(重
文
)
。
12
 
拙
稿

「林
下
に
お
け
る
教

団
経
営
に
つ
い
て
-
大

徳
寺
徹
翁
義
亨
を
中
心
と
し
て
-
(

『仏
教
史

学
』
第
十
五
巻
第
二
号
所
収
)
。
13
 
大
徳
寺
文
書
第
三
二
四
号
。
14

『興

禅
大
燈
国
師
年
譜
正
中
二
年
の
条
。
15
 
大
徳
寺
文
書
第
四
九
四
号
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